


































Relationship between Depressive Tendency and Ego States 
in University Students
Ayumi KATAYAMA, Megu MATSUBARA and Naoki SHIBAHARA
　The purpose of this research was to examine relationships between depressive tendency 
and ego states in university students. In total, 131 students (77male and 54 female) 
participated in the research, where depressive tendency and ego state were measured 
by the Beck Depressive Inventory and the TEG-II, respectively. The results showed that 
the depressive tendency was positively correlated with AC (adapted child) and negatively 
correlated with CP (critical parent) and FC (free child), and that higher AC and lower FC 
predicted the tendency to depression.
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疾病大分類 8 年 11年 14年 17年 20年 23年
気分［感情］障害
（躁うつ病を含む）
















































が 3 以上の16名（男女とも各 8 名）を分析の
対象から除外した。その結果、男性81名女性







表 3 ． 5 つの自我状態の平均値（SD）
CP NP A FC AC
男性 10.7（4.37） 13.0（4.65） 11.3（4.04） 11.2（4.50） 12.8（4.70）












表 4 ．日本人大学生（2013）における 5 つの自我状態の相関
CP NP A FC AC
CP 1.00 .519** .554** .514** -.311**
NP 1.00 .403** .454** -.088
A 1.00 .272** -.045
FC 1.00 -.199*
AC 1.00
**p <.01  *p <.05
表 5 . エゴグラム・パターンの分類と特徴
TEG パターン タイプ 特　　徴
1 ．CP 優位型 権威主義 責任感が強く、理想を追求し自他ともに厳しい。
2 ．NP 優位型 世話やき 人に優しく、相手の気持ちを理解し面倒見がよい。
3 ．A 優位型 論理的 知的で有能であるが、理屈っぽく冷たい面がある。
4 ．FC 優位型 自由奔放 好奇心旺盛でネアカの人。ただし、周囲への気遣いが少ない。
5 ．AC 優位型 依存者 「No」と言えない性格で、自ら考え先頭に立って行動するのが苦手。
6 ．CP 低位型 ルーズ 控えめで、自他ともに甘く、細かいことに拘らない。
7 ．NP 低位型 癇癪もち 人に対して厳しく攻撃的で、思いやりがない。
8 ．A 低位型 現実無視 あまり論理的、知性的でなく現実認識ができていない。
9 ．FC 低位型 ネクラ 自由にはしゃいで楽しむことができず、頑固で厳格な性格。




12．U 型Ⅰ 自己否定的 義務感や責任感は高いが、十分に自己主張できない。
　　U 型Ⅱ 衝動的 イライラを我慢するが、ちょっとしたことがきっかけで爆発する。
　　U 型Ⅲ いじけ 周囲への不満を持ちつつも一生懸命尽くす。
13．N 型Ⅰ お人好し 頼まれた事や命令された事を無批判に引き受ける。
　　N 型Ⅱ 殉教者 能率よく仕事をこなすも楽しむことなく、我慢して滅私奉公。
　　N 型Ⅲ ワーカホリック 献身的に働き、不満を言わず指図に従うイエスマン。
14．逆 N 型Ⅰ 頑固な警官 社会規範や規則を厳守するが、優しさや思いやりに欠ける。
　　逆 N 型Ⅱ プレイボーイ 他人に厳しく自分に甘く、思いやりに欠ける。
　　逆 N 型Ⅲ 気分屋 感情に振り回され現実認識が低く、失敗すると他人のせいにする。
15．M 型 親分肌 人に優しく面倒見が良いと同時に、陽気で面白い人。




18．P 優位型 リーダー 責任感が強く、人に優しく思いやりがあるが、上から眼線。
19．C 優位型 冒険家 気分屋でいつも相手に依存し、スリルや快楽を追求する。
大学生における抑うつ傾向と自我状態との関連について
－33－
t138=3.145, p <.01; t138=2.983, p <.01; t138=2.145, 


















た、AC は CP および FC と有意な負の相関
関係にあることも分かった。これは、AC が












にしたものが図 1 である。図 1 には比較のた
め柴原ら（2012）20）の調査結果も掲載してあ



















1 ．CP 優位型 1 5 6
2 ．NP 優位型 5 0 5
3 ．A 優位型 2 3 5
4 ．FC 優位型 1 3 4
5 ．AC 優位型 18 23 41
6 ．CP 低位型 5 0 5
7 ．NP 低位型 5 2 7
8 ．A 低位型 3 2 5
9 ．FC 低位型 2 4 6
10．AC 低位型 6 1 7
11．台形型Ⅰ 0 0 0
　　台形型Ⅱ 2 1 3
　　台形型Ⅲ 0 0 0
12．U 型Ⅰ 0 1 1
　　U 型Ⅱ 2 0 2
　　U 型Ⅲ 0 0 0
13．N 型Ⅰ 3 1 4
　　N 型Ⅱ 0 0 0
　　N 型Ⅲ 3 2 5
14．逆 N 型Ⅰ 1 2 3
　　逆 N 型Ⅱ 0 1 1
　　逆 N 型Ⅲ 0 0 0
15．M 型 3 0 3
16．W 型 1 4 5
17．平坦型Ⅰ 0 1 1
　　平坦型Ⅱ 12 2 14
　　平坦型Ⅲ 0 0 0
18．P 優位型 2 0 2
19．C 優位型 4 1 5
片山あゆみ、松原萌、柴原直樹
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=10.946, p <.001）。特に、AC が正に有意な
値 を 示 し（ β =.319, t=4.095, p <.001）、FC
が負に有意な傾向を示した（β = － .434, t=








































CP NP A FC AC
抑うつ尺度 -.227** -.125 -.064 -.436** .382**
**p <.01  *p <.05




0 ～10 正常範囲内 38（46.9%） 17（28.8%）
11～16 軽い抑うつ状態（気分の軽い落ち込み） 13（16.0%） 12（20.3%）
17～20 病的な抑うつ状態との境界 14（17.3%） 8 （13.6%）
21～30 中程度の抑うつ状態 9 （11.1%） 13（22.0%）
31～40 重度の抑うつ状態 5  （6.2%） 8 （13.6%）



























望ましくない NP 低位型が 5 ％とやや多く、
AC 優位型となると約30％と多数派になって
いる。TEG パターン分類によると、相対的
に NP が高く AC が低いものには、台形型Ⅰ・




NP を高め AC を低めるように指導していく
ことが望まれる。
抑うつ傾向と自我状態
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